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第 1 章 総   説 

 

第 1.1 節 河川土工の基本概念 

 

堤防は洪水や高潮などの河川流水のはん濫を防ぎ、人命や財産を守る極

めて重要な施設である。特に、近年では沿川の開発等にともなって人口や

資産が集中し、防災構造物としての堤防の安全性の向上がより一層要求さ

れるようになってきている。  

河川堤防は計画高水位以下の流水の通常の作用に対して安全であるよう

に設置されるものであるが、自然現象である洪水時には予想しえない現象

が発生することもあり、必ずしも絶対的な安全性を有するものではない。

しかしながら、災害の防止あるいは軽減は河川管理者の大きな役割であり、

このためには堤防の安全性に対する質的向上を図って行かなければならな

いものである。   

土堤を原則とした堤防では、完成された堤防が安全かつ十分に機能する

かどうかは土工の出来に左右されるといっても過言ではない。したがって、

堤防の土工・計画・設計・施工にあたっては土工の基本と実際をよく理解

した上で各段階での判断を的確に行なっていくことが大切である。  

この土堤原則は、材料の入手が容易で、構造物としての劣化現象が起き

ないこと、また、地盤の変化に伴って生ずる不同沈下への修復が容易なこ

と，将来の拡築等が容易で経済的であることなどによるものであるが、こ

のことは、取扱う材料が地域的条件・気象条件などによっても異なり、ま

た、時間の経過によっても質を変えることを意味しており、その河川にお

いて一貫した安全性の確保を困難なものとしているわけである。言いかえ

れば、河川土工に携わる技術者は、常に現場の状況に応じた的確な対応を

要求されるということであり、次に示す河川土工の共通する課題を十分に

理解・認識しておく必要がある。  

① 河川堤防は河川水から堤内地を守る構造物であり、土を原則とした
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構造物であるので常に水の浸入を受けるものであり、できるだけ均質

性を確保し、相対的弱点箇所が一部に集中しないように心掛けること

が大切である。このためには堤体はどのように設計・施工をしなけれ

ばならないか、また、基礎地盤にはどう対処すべきかを検討しておく

必要がある。  

② 土は地域的な変化に富むことが多い材料であり、また、土質特性は

気象の影響を大きく受ける。このため、現地の土の性質を的確に判定

し、土の状態にあった適切な施工を行うか否かによって、完成した土

構造物の品質および経済性が大きく左右される。したがって、工事に

関係する技術者の経験と判断に対する依存度が高い。  

③ 土構造物の安定性は調査・試験によって定量的に評価しうる度合が

比較的低い。すなわち、土質の変化，バラツキなどを含めた土質力学

の理論的解明が完全でない現段階では、他の建設資材に比べ実績・経

験を加味して評価しなければならない度合が高い。  

④ 現在での河川工事では、すでに構築されている既設堤を拡築する工

事の頻度が高くなってきている。こうした工事では新しく拡築する部

分と既設堤とのなじみをよくするなどの施工的配慮を忘れてはならな

い。  

⑤ 土構造物の設計では経験的技術が重視されるが、堤防では基本断面

形状がそれにあたり、当該地域で得られやすい盛土材料および過去の

災害経験など長い治水経験から総括的に定められている。しかし、こ

のような経験的技術の育ってきた時代背景と現在のそれでは堤防安全

度に対する要請および水防活動の実状も異なってきていることを忘れ

てはならず、堤防の設計・施工にあたっては土質力学上未解明の点は

多々あるものの、最大限の努力を払って堤防の質的向上に力を注ぐべ

きである。  
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第 1.2 節 マニュアルの適用 

 

「河川土工マニュアル」は「建設省河川砂防技術基準（案）」の内、堤防

を主体とした設計論および河川土工の部分を補完することを目的としたも

ので、実際の河川工事に携わる技術者が工事の進捗に応じた各段階で最も

適切な技術的判断を下すときの助けとなる資料となるように作成したもの

である。  

したがって、その内容は河川土工に係わる調査，設計，施工および工事

の管理と工事の計画から完了までのほぼ全般にわたって記述してある。す

でに述べたように、河川はその流域によって性格，規模およびその河川の

もつ歴史的背景が異なっている。特に既設堤は構築・拡築された時代の技

術，経済力を背景としたもので、同一区域の断面の中でも、その様相は大

きく異なっている。こうした河川土工では総てのものに一律の基準を適用

することは得策とは思われず、各河川状況に応じた臨機の対応が望まれる。

したがって、本マニュアルに記述している内容はあらゆる状況の河川土工

に対応する技術内容を網羅しているものではなく、 むしろ、基本精神にし

たがった標準的な工事を対象として記述したものにすぎず、現地の状況を

十分踏まえ調整することを前提としている。  

本マニュアルの適用にあたっては、次の点を十分に理解した上で利用さ

れたい。 

① 本マニュアルの内容については、河川土工に係わる技術の進捗に応

じて随時改訂し、新しい知見、新しい技術を積極的に導入する計画で

ある。   

② 本マニュアルの内容は現時点における標準的な内容を主体に記述し

たものであり 1）、 特に留意すべき点や現状の技術的課題については脚

注を付しておいた。 利用にあたっては脚注を付したことの意味を十分

に理解し、河川土工技術の全般的な向上に務める必要がある。  

 

なお、本マニュアルの堤防構築に際しての河川土工の基本的な考え方
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は以下に示すとおりである。  

① 堤防構築に際しての対応は基礎地盤の条件に大きく左右される。こ

のため河川土工の調査，設計，施工および管理の全段階において、条

件に応じた適切な配慮が必要である。  

② 新堤築造での堤体に対する基本的な考え方（基礎地盤に問題のない

場合を対象としたとき）は堤体材料の選定と締固め度の確保で対処す

るものとし、これをもととして基礎地盤条件の変化に種々対応するこ

ととした。しかし、これらの中にも必ず基本方針が含まれており、各

河川の堤防条件と適合した材料を選定し、堤体をできるだけ均質に仕

上げ 2）、常に、堤防全体の質的向上を念頭に置くことが肝要である。  

③ 拡築堤防は新堤を築造する場合と比較して、既設堤防の状況などの

点で不明確な面も多い。このため、堤体安定度の確認計算を必要とす

る場合においても計算結果のみで堤体安定度を評価すると完成後に問

題を残しかねず、実績などと照合して総合的な判断を行う必要があり、

こうした場合には常に堤体安定度の向上を念頭に置くとともに、堤体

の強化に対し効果的な方法を採用することが大切である。  

 

 

 

 

 

 

1）  本マニュアルでは高規格堤防等に関しては触れていないが、大都市圏を背後地に

持つような河川などではすでに整備が進められており、また限られた区間ではあ

るが完成したものもある。今後この種の堤防が広く導入されるようになれば、本

マニュアルにおいても当然取り上げ、逐次増補、改訂していくものである。   

2）  堤体を均質に仕上げるということは、機能を同じくする部分を横断的、縦断的に

均質に仕上げるということである。したがって、ゾーン型等の堤防を否定してい

るわけではなく、本マニュアルではむしろドレーン工等の積極的な導入を図って

いる。   
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